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こ
の
た
び
の
台
風
19
号
に
よ
る
災
害

で
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
全
て
の
皆
さ
ま

に
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
下
に
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
る
中
、
飯
山
市
で
は
千
曲
川
の
溢
水

（
い
っ
す
い
）や
支
川
の
内
水
氾
濫
な
ど
、

千
曲
川
沿
い
の
各
地
で
浸
水
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
特
に
、
皿
川
堤
防
の
決

壊
に
よ
り
市
街
地
の
広
範
囲
が
浸
水
、

多
く
の
住
家
、
商
店
、
事
業
所
そ
し
て

市
役
所
庁
舎
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
生

じ
ま
し
た
。

　

い
ま
だ
多
く
の
皆
さ
ま
が
不
安
な

日
々
を
お
過
ご
し
か
と
存
じ
ま
す
が
、

ま
ず
、
一
刻
も
早
く
元
の
生
活
を
取
り

戻
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
住
宅
支

援
な
ど
の
生
活
再
建
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
商
工
業
や
農
業
を
営
む
皆
さ
ま

に
は
、
一
日
も
早
い
事
業
再
開
に
向
け
、

経
済
支
援
策
の
充
実
に
、
国
県
と
と
も

に
務
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
支
援
が
飯
山
市
に
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
全
国
各
地
か
ら

義
援
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
、
救
援
物
資

を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
被
災
直
後
よ

り
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま

が
、
被
災
家
財
の
搬
出
や
堆
積
土
の
片

づ
け
等
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各

地
か
ら
義
援
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
、
救

援
物
資
が
届
く
と
と
も
に
、
市
内
外
の

温
浴
施
設
か
ら
は
、
お
風
呂
の
無
料
提

供
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　

飯
山
市
の
防
災
協
定
都
市
や
近
隣
市

町
村
、
国
県
の
支
援
制
度
な
ど
を
通
じ

て
多
く
の
自
治
体
か
ら
は
、
職
員
の
派

遣
を
受
け
、
災
害
対
応
へ
の
助
言
や
被

害
調
査
、
被
災
家
財
の
回
収
作
業
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
支
援
を
い
た
だ
き

10 月31日、皿川の抜本的な改修と商店街支援について、足立市長が阿部知事に要
望（長野県庁にて）

生
活
再
建
に
向
け
全
力
で
取
り
組
み
ま
すま

し
た
。
こ
こ
に
関
係
自
治
体
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
今
回
の
台
風
19
号
被
害
に

つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
分
析
す
る
と
と

も
に
課
題
を
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
今
回
の
台
風
で
本
流
の
千

曲
川
は
も
ち
ら
ん
、
支
川
の
内
水
対
策

の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
強
く
認
識
し

ま
し
た
の
で
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
国

県
に
は
抜
本
的
な
治
水
対
策
を
強
く
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
に
全
力
を
あ

げ
取
り
組
む
所
存
で
す
。

（ 
飯
山
市
長　

足
立　

正
則 

）

令
和
元
年
台
風
19
号
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
が

一
日
で
も
早
く
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
に

規模災害発生時の相互応援協定都市の皆さま
（上）山形県長井市から駆け付け、被災ごみ運搬現場に向かう姿
（左）道路上の泥を洗い流す新潟県十日町市の皆さん
（中）トラックで駆けつけ災害ごみを手ばやに積込む東京都国分寺市の皆さん
（右）道端に出された被災ごみを自前のトラックに積込む富山県魚津市の皆さん

「
一
日
で
も
早
く
日
常
を
」

全
国
各
地
か
ら
駆
け
付
け
る

　
10
月
12
日
に
、
大
型
で
強
い
勢

力
を
保
っ
た
ま
ま
日
本
に
上
陸
し

た
台
風
19
号
。

　

全
国
各
地
で
記
録
的
な
大
雨

と
な
り
、
全
国
で
死
者
95
人
、
行

方
不
明
者
５
人
、
住
家
被
害
の

全
壊
が
１
９
３
９
棟
、
床
上
浸
水

３
万
３
３
９
０
棟
な
ど
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。（
11
月
11
日
消
防
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
大
雨
災
害

特
別
警
報
が
県
内
に
初
め
て
発
表

さ
れ
、
飯
山
市
で
も
、
山
間
部
を

中
心
に
２
０
０
㎣
を
超
え
る
強
い

雨
が
降
り
ま
し
た
。

　

飯
山
市
で
も
飯
山
観
測
所
の
水

位
が
11
・
10
㍍
と
過
去
最
高
の
昭

和
58
年
の
10
・
09
㍍
を
超
え
る
な

ど
、
千
曲
川
と
そ
の
支
流
の
増
水

な
ど
に
よ
り
、
市
内
各
地
で
住
家
、

商
店
、
農
業
施
設
な
ど
で
浸
水
被

害
が
あ
り
、
ま
た
農
地
で
は
泥
な

ど
が
堆
積
し
ま
し
た
。
今
で
も
復

旧
で
き
ず
に
仮
住
ま
い
し
て
い
る

方
や
営
業
が
再
開
で
き
な
い
で
い

る
事
業
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
が
一
日

で
も
早
く
日
常
を
取
り
戻
せ
る
た

め
に
と
、
全
国
各
地
か
ら
支
援
が

あ
り
ま
し
た
。

一日でも早く日常を取り戻すために

一日でも早く日常を取り戻すために



●国民健康保険等の減免支払猶予

　災害等による住家のり災、収入の減少などの理由により、支
払いが困難と認められる方などを対象とし、国民健康保険・後
期高齢者医療制度・介護保険の保険料 ( 税 )、一部負担金等につ
いて減免措置等が講じられる場合があります。詳しくは、お問
い合わせください。また、国民年金保険料の納付が困難な場合、
減免措置が講じられる場合があります。長野北年金事務所電話
026-244-4100 までお問い合わせください。
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（左）「家の方がやってたことだから」と被災された方に寄り添い写
 真を一枚一枚乾かすボランティアの方

（中）道路の泥を白い煙を上げながら全力で吸い取る国土交通省北陸
 地方整備局の清掃車

（右）重機とともに鳥取県から駆け付け、小沼堤外の農道に堆積した
 深さ 80cm ほどの泥を押しのける㈲寺谷建材のタイヤドーザー

飯山市建設業協会の皆さま
（上） 道路に堆積した泥を急ピッチで運び出す２台のタイヤドーザー
（右上） 水を含んだ重い畳をトラックに次々と積み込みむバックホウ
（右） トラックに積んだタンクの水を使い高圧洗浄機で歩道等の泥を清掃

台風 19 号災害に関する

各種支援策 飯山市役所窓口一覧

☎62-3111

今井区
千曲川水位上昇による浸水

関沢区
千曲川水位上昇による浸水

下境区
内水の氾濫による浸水

大深区・戸狩区
内水の氾濫による浸水

大塚区
内水の氾濫による浸水

有尾区
内水の氾濫による浸水

住宅復旧支援等、このほかの支援策は飯山市
ホームページにある「被災者支援制度ガイド
ブック」をご覧いただくか、電話でお問い合
わせください。

●上下水道料金の減額申請

　水道料金及び下水道使用料について減額措置を行います。手
続き等詳しくは、お問い合わせください。（調査の結果減額にな
らない場合あり）

●被災者生活再建支援制度の申請

　台風１９号により住宅が全壊、大規模半壊、半壊の被害を受
けられた方に生活再建の支援金を支給します。
　対象や金額、手続き等詳しくは、保健福祉課社会福祉係まで
お問い合わせください。
■支給額：複数世帯 / 大規模半壊（100 ～ 200 万円）
 　　　　　  半壊（50 万円）
   単身世帯 / 大規模半壊（75 ～ 187.5 万円）
 　　　　　  半壊（37.5 万円）
■その他 ：申請に必要な書類は被害状況により異なりますので
   事前にお問い合わせください。

●被
ひ

災証明書（家財、車など）の発行

　被災証明書は、保険金等の請求、各種融資等の申請、補助金
申請など、関係機関から提出を求められた場合に必要となるも
ので、被災した物件等（車、家具、家電、作業場、車庫、塀な
どの工作物等）、店舗、事業所に対して、証明書を発行しています。
詳しくは、お問い合わせください。

※ 「罹（り）災証明書」：住家に対する証明
 「被（ひ）災証明書」：住家以外の物件（家財、車等）

上下水道課 業務係　 ☎ 内線 224

保健福祉課 社会福祉係　 ☎ 内線 173

■家財・車等　危機管理防災課 消防防災係 ☎ 内線 371
■農林施設等　農林課 農業振興係　☎ 内線 264
■店舗・工場等　商工観光課 商工係　☎ 内線 211

QR コードで
ホームページ
をチェック！

飯山市被災者支援ガイドブック 検 索

■国民健康保険・後期高齢者制度
　市民環境課 国保年金係 ☎ 内線 153
　税務課　 市民税係    ☎ 内線 160
■介護保険　保健福祉課 高齢者介護保険係☎ 内線 156

　

道
路
に
堆
積
し
た
泥
は
、
深
い

と
こ
ろ
で
20
㌢
。
掻
き
出
し
て
も

押
し
寄
せ
て
く
る
泥
が
、
被
災
さ

れ
た
方
の
日
常
を
取
り
戻
そ
う
と

作
業
す
る
方
の
気
力
を
奪
っ
て
い

ま
し
た
。
飯
山
市
建
設
業
協
会
の

皆
さ
ま
に
は
、
国
土
交
通
省
の
応

急
復
旧
班
と
共
に
、
水
が
引
い
た

直
後
か
ら
、
迅
速
に
泥
を
除
去
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

飯
山
市
に
駆
け
付
け
て
い
た
だ

い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
は
、

10
月
27
日
ま
で
に
１
２
５
３
人
。

た
だ
泥
を
取
り
除
く
の
で
は
な

く
、
被
災
さ
れ
た
方
に
寄
り
添
い

作
業
を
す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の

相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る

富
山
県
魚
津
市
、
山
梨
県
山
梨

市
、
山
形
県
長
井
市
、
東
京
都

国
分
寺
市
か
ら
、
近
隣
か
ら
は
木

島
平
村
、
栄
村
、
野
沢
温
泉
村
、

山
ノ
内
町
、
県
の
市
町
村
災
害
時

相
互
応
援
協
定
に
よ
り
、
大
北

地
域
・
飯
伊
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
、
国
の
呼
び
か
け
に
よ
り

鳥
取
県
、
三
重
県
、
石
川
県
と
そ

れ
ぞ
れ
の
県
内
自
治
体
、
こ
の
ほ

か
、
新
潟
県
十
日
町
市
、
安
曇
野

市
な
ど
全
国
各
地
か
ら
、
10
月

15
日
か
ら
11
月
8
日
ま
で
の
間
、

延
べ
９
７
２
人
の
職
員
の
方
々
に

応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一日でも早く日常を取り戻すために

一日でも早く日常を取り戻すために

皿川堤防決壊カ所（拡大地図）

昭和 58 年台風 10 号
最高水位 10.09 ｍ

令和元年台風 10 号（暫定値）
最高水位 11.10 ｍ

飯山観測所最高水位グラフ

住家等浸水区域地図

S57    S58      H16      H18       H29      R元 （年）

JAながの

皿川

飯笠山神社

堤防

北町団地

決壊

千
曲
川

皿川

静間バイパス沿い
千曲川水位上昇による浸水

大久保区
千曲川水位上昇による浸水

台風 19 号の災害の経過等
詳しくは、飯山市ホームペー
ジ掲載の「令和元年 10 月
台風 19 号に関する被害状
況等」をご覧ください。

QR コードで
ホームページ
をチェック！

飯山市街地・北畑区・県町区
内水の氾濫による浸水

桑名川区
内水の氾濫による浸水



67   市報いいやま / 19.11

住宅屋根克雪化事業

住宅を融雪式屋根もしくは落雪式
屋根に改修、または屋根への命綱
固定アンカーを設置する者に対し
補助金を交付します。
■工事対象および金額
　〇屋根への融雪装置設置費の 20％（上限額 60 万円）
　※高齢者世帯等の場合 25％（上限額 75 万円）
　〇既設屋根から落雪式屋根への改修事費の 20％（上限額 45 万円）
　※高齢者世帯等の場合 25％（上限額 55 万円）
　〇屋根への命綱固定金具設置工事費の 50％（上限額 8 万円）

飯山市除雪支援隊補助金

地域の皆さんが取り組む、除雪支援隊の
活動について支援します。除雪支援隊
は、玄関先等の除雪を依頼したい方に対
して、各区内において有償で除雪を行う
団体です。詳しくは、雇用ビジネス推進
課までお問い合わせください。
■対象および交付金額等
　設立に対して 50,000円を交付
　傷害保険掛金の 2/3 以内を補助
　除雪機を購入した経費の 1/10 以内を補助（上限額 30 万円）

高齢者等玄関先除雪支援事業事業

高齢、障がい、病気等で
冬期間の道路から玄関先
までの自力除雪が困難な
世帯に対し、緊急時避難
路確保を目的として、区
長が選定した除雪作業員
による除雪支援を行うも
のです。また、除雪作業
員に対して一定の作業料
を支払います。
■対象および助成額等
　・経済的・身体的にも除雪困難な世帯
　　　１回あたり 1,000円（１時間以上 3,000 円）
　・資力はあるが身体的な理由等により除雪困難な世帯
　　　１回あたり 500円（１時間以上 1,500 円）
　※原則として同一区内に除雪能力を有する直系の親族が
　　いる場合は対象となりません。
■対象作業

積雪が 15cm 以上となった場合に、通路幅を概ね 1m 確
保する除雪作業（１日当たり何回でも助成の対象）

■申請方法
各集落の区長さんに相談いただき、市へ申請をお願いし
ます。また、対象世帯に該当するか不明の場合は、保健
福祉課社会福祉係までお問い合わせをお願いします。申
請内容を審査後に結果を申請世帯に通知します。

◎冬期通行不能区間閉鎖予定（国・県道等）

路線名 閉鎖区間 距離
（km） 閉鎖期間 備　考

一般国道
403 号

照岡字藤沢地先～
照岡字原地先（旧照岡牧場） 6.5 11/18 ㈪ 14:00 ～

 　　 5/8 ㈮ 16:00
大型車は
通年通行止

照岡字原地先（旧照岡牧場）～
照岡字照岡山地先（新潟県境・伏野峠） 4.8 11/11 ㈪ 16:00 ～

 　　 6/5 ㈮ 11:00
大型車は
通年通行止

主要地方道
95 号

上越飯山線

一山字岩下地先（温井）～
一山字田茂木平地先（田茂木池） 2.0 11/11 ㈪ 14:00 ～

  　　4/24 ㈮ 16:00

一山字田茂木平地先（田茂木池）～
一山字田茂木平地先（チェーン着脱場） 2.7 11/11 ㈪ 14:00 ～

  　　4/24 ㈮ 16:00

一山字田茂木平地先（チェーン着脱場）～
一山字大神楽地先（新潟県境・関田峠） 3.0 11/11 ㈪ 14:00 ～

  　　5/22 ㈮ 14:00

一般県道
411 号

飯山新井線

寿字堰下地先（顔戸）～
寿字大倉地先（桂池） 5.9 11/11 ㈪ 11:00 ～

  　　4/24 ㈮ 11:00

寿字大倉地先（桂池）～
寿字大倉地先（新潟県境） 1.0 11/11 ㈪ 11:00 ～

 　　 5/22 ㈮ 11:00

※規制開始前でも積雪の状況により通行不能となる場合があります。
　また、解除予定期日は、積雪状況により変更します。詳しくは、長野県北信建設事務所
　飯山事務所（☎ 62-4111）までお問い合わせください。

市では消雪施設の電力料金削減のため、
消雪パイプの井戸電源は融雪用電力契
約を行っています。融雪用電力契約と
は、１日のうち２時間の電力遮断を行
うことにより年間を通して電力料金の
削減が図れる有利な契約方法です。ご
理解をお願いします。

■電力停止による
　消雪パイプ散水休止時間
　おおむね　11 時 ～ 12 時（1 時間）
　　　　　　13 時 ～ 14 時（1 時間）

思 い や り の 心 で 快 適 な 冬 を

雪に関する支援等のご案内

今 冬 の 除 雪 体 制

　

除
雪
作
業
が
効
率
よ
く
で
き

ま
す
よ
う
次
の
点
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

道
路
へ
は
雪
を
出
さ
な
い

で
ー
や
む
を
得
ず
雪
を

出
す
と
き
は
、
路
肩
に
雪
を
積

み
上
げ
る
な
ど
工
夫
し
、
速
や

か
に
排
雪
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に

ハ
ン
ド
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
で
積

ま
れ
た
路
面
の
雪
は
締
ま
っ
て
い

る
た
め
、
一
般
通
行
の
支
障
と
な

る
と
共
に
除
雪
作
業
の
妨
げ
に

も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
に

面
し
た
屋
根
に
は
、
雪
止
め
設
置

な
ど
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
、
積

雪
が
多
い
場
合
は
片
付
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

除
雪
の
要
請
は
各
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
お
願

い
し
ま
す
ー
区
内
の
要
望
な
ど

は
区
長
さ
ん
が
ま
と
め
て
、
除

雪
対
策
本
部
に
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
加
え
て
、
除
雪
機
械

に
よ
る
破
損
や
支
障
等
が
確
認

さ
れ
た
と
き
は
、
早
目
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

雪
の
突
き
出
し
場
所
確

保
に
ご
協
力
を
ー
提

供
い
た
だ
い
た
場
所
は
、
雪
解

け
の
時
期
に
雪
ほ
か
し
作
業
を

行
う
な
ど
、
消
雪
が
進
む
よ
う

に
し
ま
す
。

 除雪している道路の距離は？

 出動の目安は？

今冬は市道 347㎞を除雪
使用する除雪車は、タイヤドーザ 54 台、ロー
タリ車 30 台の合計で 84 台です。

積雪 10㎝以上で出動
夜中に降雪状況を確認し、通勤・通学の時間帯
までに早朝除雪を行います。また日中に連続し
た降雪がある場合には、帰宅時間を考慮した日
中除雪を行います。

個
人
の
除
雪
機
に
よ
る

除
雪
を
行
い
、
燃
料

費
相
当
額
を
支
援
す
る
制
度

（
ス
ク
ラ
ム
除
雪
）
ー
対
象

は
、
市
道
認
定
さ
れ
て
い
る
路

線
で
住
家
が
あ
り
な
が
ら
、
幅

員
が
狭
く
除
雪
車
が
入
ら
な
く

て
困
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

作
業
中
の
除
雪
車
に
近

寄
ら
な
い
で
ー
特
に
、

子
ど
も
は
大
き
な
除
雪
車
に
興

味
を
持
ち
ま
す
の
で
、
近
づ
か

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。道

路
上
に
車
を
放
置
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力

を
ー
路
上
で
の
車
の
放
置
は
、

除
雪
の
支
障
と
な
る
た
め
、
し

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
ご
み
出
し
は
、
早
朝
除
雪

が
終
了
し
た
後
に
所
定
の
位
置

に
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

流
雪
溝
・
側
溝
の
フ
タ
を

開
け
た
ま
ま
放
置
し
な

い
で
ー
子
ど
も
が
転
落
す
る
な

ど
、
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
使
っ

た
後
は
必
ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

本格的な降雪シーズンに備え、12 月１日に除雪対策本部を設置して体制を整え、除
雪機械をフル稼働させて生活道路の確保にあたります。降雪期は、苦労する面が多
くありますが、お互い思いやりの心で快適な冬を過ごしましょう。市内の道路除雪は、

原則として国・県道を北信建設事務所が、市
道を飯山市が受け持って実施しています。除
雪作業は通勤通学の時間帯を考慮し、午前７
時をめどに終了するよう計画しています。な
お、朝方の集中的な降雪、予想外の大雪や、
重い雪質の時は作業時間が延びる場合もあり
ますので皆さんのご理解をお願いします。

飯山市除雪対策本部（克雪センター内）　☎ 62 -３１１１ 内線６１０

◎消雪パイプの稼動休止に
ご理解ご協力をお願いします

保健福祉課 社会福祉係　 ☎ 62-3111 内線 173（仮） 雇用ビジネス推進課　 ☎ 62-3111 内線 234

  移住定住推進課 住宅係　☎ 62-3111 内線 251
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（上）北竜湖の自然を体感しながら進むカヤック
（下）カヤックからバイクに乗り換え走り出す参加者

　千曲川・高社山 SEA TO SUMMIT®( シートゥー サミット ) が 10 月 27 日
に開催されました。
　この大会は、飯山市、中野市、木島平村の 2 市 1 村と㈱モンベルなどで構
成する実行委員会が主催する、川・里・山の つながりに思いを巡らせなが
ら自然を体感する環境スポーツイベントで、タイムを競うことなく、それぞ
れのペースで、カヤック、自転車、登山を楽しむものです。今回で 3 回目と
なるこの大会には、全国 13 大会中２番目に多い 213 名のアウトドア愛好家
が参加し、信越自然郷の大自然を全身で感じながら汗を流しました。
　今年は、カヤック会場を千曲川から北竜湖に変更し、その後中野市赤岩ま
での自転車、ゴールとなる高社山々頂までの登山とし、約 27km の行程で行
われました。沿道には、飯山市若者会議メンバーが中心になり 7 カ所もの趣
向を凝らしたエイドステーション（水分、 食べ物を補給する場所）が設けられ、
参加者を楽し ませました。
　また、今回実行委員会では、台風 19 号災害の復興状況を広く知っていた
だくために、イベントの様子を SNS 等を通じて発信するとともに、選手の大
会参加費の一部を飯山市・中野市の両市に義援金として贈呈しました。

【排水ポンプ車概要】
■車体 
全長 8m、全幅 2.37m、全高 2.8m、車両総重量 7,950kg
■性能
総排水量毎分 30㎥（全揚程 10 ｍにおいて）
■排水装置
排水ポンプφ200mm（7.5㎥／ min）×４台、
排水ホースφ200mm×50 ｍ ×４本
発動発電機 デイーゼル機関、出力113.6ｋｗ

飯
山
市
教
育
委
員
会
の
体
制

左から長瀬教育長、樋口一男さん、足立市長、吉越職務代理者

新任教育委員

松 木 英
ひでふみ

文 さ ん

　

飯
山
市
教
育
委
員
と
し
て
平

成
23
年
10
月
か
ら
２
期
８
年
に

わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
樋
口
一
男

さ
ん(

福
寿
町)

が
任
期
満
了

に
よ
り
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、松
木
英
文
さ
ん(

秋
津
中
央)

を
新
教
育
委
員
に
任
命
す
る
議

案
が
９
月
市
議
会
で
承
認
さ
れ
、

10
月
８
日
付
で
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

10
月
９
日
に
行
わ
れ
た
樋
口

さ
ん
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
で
市

長
は
、「
長
い
間
、
税
理
士
と
い

う
専
門
的
知
見
と
民
間
の
経
営

者
の
立
場
か
ら
、
市
の
教
育
に

対
し
積
極
的
に
ご
発
言
、
ご
指

導
い
た
だ
い
た
。」
と
感
謝
の
意

を
伝
え
ま
し
た
。

　

松
木
委
員
を
加
え
、
市
教

育
委
員
会
は
新
た
な
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

水
害
に
備
え
排
水
ポ
ン
プ
車
を
配
備

市で購入した排水ポンプ車
　

水
害
時
の
内
水
排
除
に
万
全

を
期
す
た
め
、
総
排
水
量
毎
分

30
立
法
㍍
の
排
水
ポ
ン
プ
車
を

10
月
７
日
に
配
備
し
ま
し
た
。

　
同
日
に
市
長
、副
市
長
、議
長
、

担
当
課
等
が
参
列
し
、
安
全
祈

願
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
台
風
19
号
で
の
水
害

で
は
、
太
田
地
区
の
今
井
川
樋

門
で
12
日
深
夜
か
ら
13
日
夕
方

ま
で
出
動
し
、
内
水
排
除
を
行

い
ま
し
た
。

委員長

田 中 秀
ひ で お

穗 さ ん
（秋津・大久保）

委員

佐 藤 一
か ず お

雄 さ ん
（常盤・戸狩新田）

委員

山 﨑 美
よしのり

典 さ ん
（ 飯 山・ 有 尾 ）

委員長職務代理者

小野沢純
す み お

夫さん
（ 木 島・ 下 木 島 ）

新
し
い
選
挙
管
理
委
員
が
決
定

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
９
月
定

例
市
議
会
で
、
選
挙
に
よ
り
新

し
い
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
選
挙

管
理
委
員
会
の
体
制
は
次
の
と

お
り
で
、
任
期
は
令
和
元
年
10

月
11
日
か
ら
令
和
５
年
10
月
10

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

ま
た
10
月
８
日
に
は
、
退
任

さ
れ
る
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

足
立
市
長
は
、
あ
い
さ
つ
で

「
数
多
く
の
選
挙
を
公
平
公
正
に

執
行
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
高
校

生
に
よ
る
防
災
無
線
で
の
広
報

や
立
ち
合
い
、
懸
案
だ
っ
た
投

票
所
の
統
合
な
ど
新
た
な
取
り

組
み
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
。」

と
感
謝
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

左から池田稔幸さん、山﨑信男さん、 足立市長、 出澤芳則さん、 宮澤 宝さん

SEA TO SUMMIT®( シートゥー サミット )
コースを一部変更して開催

日本初「G
グ ラ イ ン デ ュ ー ロ

RINDURO」（自転車イベント）
を信越・斑尾エリアで開催

新
た
に
佐
川
さ
ん
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
着
任 

　

11
月
１
日
付
で
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
佐
川
芳
江
さ
ん
が

着
任
し
ま
し
た
。

　

佐
川
さ
ん
は
、
大
学
を
卒
業

後
、
海
外
で
就
職
し
、
帰
国
後

も
外
資
系
の
企
業
で
勤
務
し
て

い
ま
し
た
が
、
飯
山
の
魅
力
に

惹
か
れ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
を
見
て
応
募
し
ま
し
た
。

配
属
先
は
、
経
済
部
広
域
観
光

推
進
室
で
、
旅
行
商
品
価
値
の

あ
る
地
域
の
魅
力
あ
る
素
材
研

究
や
訪
日
外
国
人
向
け
の
旅
行

商
品
の
企
画
造
成
な
ど
が
主
な

業
務
で
す
。

　

同
日
行
わ
れ
た
着
任
式
で
佐

川
さ
ん
は
、「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

が
好
き
で
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら

飯
山
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
た
。

今
回
着
任
で
き
て
う
れ
し
い
。

海
外
へ
の
旅
行
が
好
き
。
特
に
、

海
外
か
ら
の
旅
行
者
の
目
線
に

立
っ
て
仕
事
を
し
た
い
。」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、

志
田
吉
隆
さ
ん
が
10
月
末
で
任

期
が
終
わ
り
（
関
連
40
㌻
）、
現

在
佐
川
さ
ん
を
含
め
６
人
で
す
。小雨の中、一斉にスタートする参加者

飯山は都会では味わえない雪やおいしい水、野菜、お米
など身近に手に入る特別な場所と笑顔で話す佐川さん

　10 月 12 日、グラインデューロ信越・斑尾実行委員会が
主催する人気オフロードイベント「グラインデューロ」が、
斑尾高原スキー場を主会場に開催されました。このイベント
の開催は、国内では初めてで、国内外から 267 人のサイク
リストが参加しました。
　グラインデューロは、アメリカのほかスコットランドで行
われており、今年新たに日本とカナダでも開催されました。
その土地の食べ物、バンドによる生演奏、キャンプなど、参
加者同士の交流を楽しむ海外でも人気のイベントです。競
技は、コース内に設けられた複数の計測区間のタイムにより
順位を競うもので、コースには、ロード（舗装）のほか、ダー
ト（未舗装）やグラベル（砂利）の総延長 40km、80km の
2 コースから台風の接近を考慮し、30km の統一コースに変
更して行われました。
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　現在、飯山のシンボルとして、歴史的な意味を再認識
し、より積極的な公開と活用を目指し、まちづくりの中
心となるべく公園整備を進めています。昨年に引き続き、
城内の整備工事を行うため、園内への立ち入りが一部規
制されますのでお知らせします。
■期　間　
　令和２年３月２７日まで
■規制内容　

右図の太線部分のとおり、南大手門上部から北中門までの
間が車両進入禁止となります。葵神社への参拝者など、徒
歩での入場の場合は、公園内規制看板に従ってください。
西曲輪（遊具等の広場）は利用できます。

まちづくり課 まち並み整備係　☎内線 245

冬
期
間
の
水
道
ト
ラ
ブ
ル

防
止
の
た
め
閉
栓
手
続
き
を

　

冬
期
間
は
水
道
管
の
凍
結
破

損
等
に
よ
り
漏
水
が
多
く
発
生

す
る
時
期
で
す
が
、
積
雪
の
た
め

検
針
は
で
き
ま
せ
ん
。
雪
解
け
後

の
検
針
時
に
多
額
な
請
求
と
な
る

事
例
も
あ
り
ま
す
。﹁
冬
期
間
水

道
を
使
用
し
な
い
場
合
は
﹂
水
道

管
の
凍
結
破
損
事
故
の
防
止
策
と

し
て
閉
栓
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

閉
栓
手
続
き
は
上
下
水
道
課

窓
口
で
行
い
ま
す
の
で
、
印
鑑
と

手
数
料
１
０
０
０
円
を
お
持
ち
の

う
え
、
降
雪
期
前
ま
で
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
閉
栓
中
は
基

本
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

上
下
水
道
課 

業
務
係

☎ 
内
線 

２
２
５・２
２
６

城内の整備工事により

飯山城址公園を一部閉鎖
します

飯山高校
グラウンド

飯山小学校

葵神社

西曲輪

飯山市弓道場 北中門

南大手門

飯山市武道館

令
和
元
年
分

決
算
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

信
濃
中
野
税
務
署
で
は
、
個
人

事
業
者
の
方
の
決
算
の
仕
方
や
注

意
点
な
ど
、
ま
た
消
費
税
の
確
定

申
告
書
の
作
成
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

■ 

白
色 

申
告
者
向
け

○
日
付 信

濃
中
野
税
務
署

☎
０
２
６
９-

２
２-

３
１
５
１

12
月
５
日
㈭

○
農
業
所
得
の
方

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

○
営
業
・
不
動
産
所
得
の
方

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
場
所

中
野
市
民
会
館
41
号
会
議
室

■ 

青
色 

申
告
者
向
け

○
日
付

12
月
９
日
㈪

○
農
業
所
得
の
方

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

○
営
業
・
不
動
産
所
得
の
方

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
場
所

飯
山
市
公
民
館 

２
階
講
堂

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　　

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
が
な
い
と
翌
年
度
以
降
も

課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

税
務
課 

資
産
税
係

☎
内
線 

１
６
５

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た

災
害
義
援
金
に
つ
い
て

　　

飯
山
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

ル
に
て
令
和
元
年
10
月
11
日
ま
で

受
付
し
て
い
ま
し
た
「
令
和
元
年

８
月
豪
雨
災
害
義
援
金
」及
び「
令

和
元
年
台
風
第
15
号
千
葉
県
災

害
義
援
金
」
の
募
集
結
果
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
支
援
を
頂

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本
赤

十
字
社
を
通
じ
て
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
へ
全
額
を
お
届
け
し
ま
す
。

令
和
元
年

８
月
豪
雨
災
害
義
援
金

１
万
５
４
２
０
円

令
和
元
年
台
風
第
15
号

千
葉
県
災
害
義
援
金

４
万
２
６
０
円

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

☎
内
線 

１
８
８

ト
ラ
ク
タ
ー
に
ナ
ン
バ
ー
を
つ

け
て
い
ま
す
か

公
道
走
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
乗
用
の
も
の
は
ナ
ン
バ
ー
の

装
着
が
必
要
で
す

　

農
耕
作
業
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
等
）
や
小

型
特
殊
自
動
車
（
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー

ダ
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
）で
、乗
っ

て
操
作
す
る
も
の
は
、
車
両
を
所

有
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
公
道

を
走
る
か
走
ら
な
い
か
は
課
税
の

要
件
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
道
を
走
ら
な
い
場
合
で
も
ナ

税
務
課 

市
民
税
係

☎
内
線 

１
６
０

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
装
着
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ナ
ン

バ
ー
を
装
着
し
て
い
な
い
車
両
を

お
持
ち
の
方
は
、
至
急
税
務
課
で

登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
手
続
き
を
す
る
際

に
は
車
台
番
号
（
車
体
番
号
）
と

車
名
、
印
鑑
、
販
売
証
明
書
等
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明

な
点
は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

児童虐待について知ってください
　全国的に児童相談所への児童虐待の相談件数が増加してお
り、子どもの命が奪われる重大な事件も後を絶たない状況です。
虐待には、暴力を振るう身体的虐待のほか、ネグレクト（育児
放棄）、心理的虐待、性的虐待があり、虐待者は実母、実父が
多くなっています。虐待を受けた子どもは自分を大切に思えず、
心に受けた傷に一生苦しむこともあります。

不安や悩みを ひとりで抱えこまないで
　子育てに悩みや不安を感じたら、自分だけで抱え込まず、
保健師や保育士、家庭児童相談員に相談しましょう。また、「虐
待かな？」と思われる子どもや家庭を知った人は、中央児童
相談所または飯山市役所相談室へご連絡ください。社会全体
で子どもを見守り、児童虐待のない社会にしていきましょう。

児童虐待かもと思ったら
すぐに189（いちはやく）までお電話ください

時
間
。
各
時
間
１
組
限
定
で
す
。

個
別
に
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

東
京
・
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

■
開
催
日
時

12
月
７
日
㈯
、
令
和
２
年
1

月
11
日
㈯
、
2
月
11
日
㈫
・

（祝）
、
3
月
14
日
㈯

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

４
階　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

東
京
都
中
央
区
銀
座
５
丁
目

６-

５ 

Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ビ
ル

※
移
住
相
談
会
の
詳
細
・
お
申

込
み
は
移
住
定
住
推
進
課
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、「
い
い
や

ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

飯

山
市
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
相
談
会

の
お
知
ら
せ

　

移
住
定
住
推
進
課
で
は
、
飯
山

市
へ
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
首

都
圏
で
移
住
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
１
回
１

移
住
定
住
推
進
課 

移
住
定
住
係

☎
内
線
２
５
４・２
５
５

QR コードで
ホームページ
をチェック！

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
ク
ッ
キ
ー
・
パ
ー

テ
ィ
ー
」参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

国
際
交
流
員
の
リ
ア
ン
が
企
画

す
る
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
「
ク

リ
ス
マ
ス
・
ク
ッ
キ
ー
・
パ
ー

テ
ィ
ー
」を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

一
緒
に
交
流
し
な
が
ら
お
い
し
い

ク
ッ
キ
ー
を
焼
い
て
、
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
楽
し
く
ク
リ
ス
マ

ス
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
ょ
う
！

　

申
し
込
み
等
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時12

月
21
日
㈯
午
後
１
時
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
所

飯
山
市
公
民
館　
調
理
実
習
室

■
持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
定
員

　

先
着
20
名
（
小
学
生
）

■
材
料
費

　
５
０
０
円

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係

☎
内
線
３
９
２

クリスマスパーティー
一緒に楽しみ

ましょう♪

飯山市国際交流員　リアン

あ
た
ご
亭（
飯
山
市
食
の
町
屋
）

休
館
の
お
知
ら
せ

　　

平
成
27
年
４
月
よ
り
、
寺
町

の
趣
を
生
か
し
た
、
食
の
提
供
を

行
っ
て
き
ま
し
た「
あ
た
ご
亭
」が
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
令
和
元
年

10
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
営
業
を

終
了
し
、
令
和
元
年
11
月
１
日
か

ら
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
休
館

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
運
営
を
行
っ
て
い

る
指
定
管
理
者
が
、
令
和
２
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
運
営
を
終
了
す

る
の
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
の
新
た
な
指
定
管
理
者
に
つ
い

て
、今
後
公
募
等
行
う
予
定
で
す
。

商
工
観
光
課 

観
光
係

☎
内
線 

２
１
２

　 １８９（いちはやく）
ちいさな命 に
待ったなし
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